
ひなたの出逢い・子育て応援運動の推進について

資料１
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(１)少子化の現状
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本県の婚姻数

１ 少子化の進行

２ 少子化の要因①【未婚化】

３ 少子化の要因②【晩婚化】

４ 少子化の要因③【コロナ禍による婚姻数減少】

・合計特殊出生率は、
平成17年を底に、
持ち直しの動きが
見られたが、
近年は低下傾向

・出生数は約30年で
４割減少

・令和４年（概数）は
7,136人と過去最少。

・平成2年に男女とも
４％ 台だった
50歳時未婚割合は
男性 24.6％(全国４位)
女性 16.8％(全国３０位)
と大きく上昇

＜全国平均＞
男性 28.3％
女性 17.8％

・平均初婚年齢は
男女とも上昇傾向
男性 30.1歳(全国２位)
女性 29.２歳(全国1８位)

（第1子の出産が遅くなる
と第2子以降に影響）

＜全国平均＞
男性 31.0歳
女性 29.4歳

・新型コロナの影響に
より出会いの機会が
減ったことや、
経済的不安感から
婚姻数は大きく減少
Ｒ１→Ｒ２ ▲10.5％

・令和4年（概数）は
3,805件（▲2.1％）

（全国値では3年ぶりに増加）。
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(2)未来みやざき子育て県民運動の取組・成果・課題（解決の方向性）

平成23年度 未来みやざき子育て県民運動推進協議会設置

平成23年度～ 子育て応援フェスティバル開催

平成25年度～ 子育て応援カードキャンペーン事業開始

平成27年度～ みやざき結婚サポートセンター設置・運営開始

平成29年度～ ライフデザイン事業開始

令和 ２年度～ ひなたのグループ婚活事業開始

みやざき子育て応援宣言

令和 ４年度 フレフレハレ晴れ！ひなたの結婚応援事業実施

○主な取組

県民全体で子育てを応援する機運を醸成するとともに、誰もが安心して子どもを生み、子育てが楽し
いと実感できる環境づくりを目的として、平成23年度から「未来みやざき子育て県民運動推進協議
会」を設置し、企業・団体等が登録して、県民総ぐるみで取り組んできた。

※このほかの取組として、
推進協議会総会（7回）、総会に併せて
子育ての専門家等による講演会・シンポ
ジウム(8回)、子育て表彰（個人27・企
業37・団体46 計110）など。

「希望する誰もが安心して
子どもを生むことができ、子
育てを楽しいと感じられるみ
やざき」を目指して、令和2
年7月に知事と県内の全市町
村長による「みやざき子育て
応援宣言」を行いました。

市町村長それぞれの
「私たちの子育て応

援宣言」

２



○主な成果

項 目 H25 H30 R4

未来みやざき子育て県民運動推進協議会参加団体数 212団体 360団体 453団体

子育て応援サービスの店の登録店舗数 1,197店舗 1,407店舗 1,573店舗

みやざき結婚サポートセンターにおける成婚数 61組 136組

子育てに関する不安感や負担感を感じている県民の割合 62.3% 42.6%

安心して子どもを生むことができ、子育てを楽しいと感

じられる県だと思う人の割合
66.6%

「仕事と家庭の両立応援宣言企業」の登録数 442件 1,145件 1,455件

子育て世代包括支援センターの設置市町村数 9市町村 26市町村

地域子育て支援拠点の設置市町村数、箇所数
21市町

72箇所

21市町

74箇所

病児保育事業の実施市町村数、箇所数
14市町

24箇所

16市町

32箇所

一時預かり事業の実施市町村数、箇所数
19市町

342箇所

19市町

382箇所

放課後児童クラブ数 208クラブ 254クラブ 285クラブ

３



(２)未来みやざき子育て県民運動の取組・成果・課題（解決の方向性）
未来みやざき子育て

① 出逢い・結婚に対する取組
コロナ禍により出逢いの場や機会が減少し、婚姻数が大きく減少。（少子化の要因となる）出逢

い・結婚に対する取組が十分でない。

② 県民や企業等との認識の共有
少子化、未婚化・晩婚化の危機的状況や社会・産業に及ぼす影響について、県民や企業等と認識

の共有が十分でない。

③ 若い世代の不安感・負担感
若い世代には結婚や子育てへの不安感・負担感がある。結婚・子育てや将来の人生設計について

の意識が十分でない。

【課題】

① 現行の「子育て支援」運動を「出逢い・子育て応援」運動に見直し、 「出逢い・結婚」応援の取
組を強化するとともに、県民・企業・行政等が一体となって、子育てだけでなく出逢いも応援する
機運の醸成やライフステージに応じた支援を行う。

② 若い世代や企業・団体との意見交換の場を設けるなど、県民や企業等との積極的な認識の共有を
図るとともに、応援運動の推進体制を強化する。

③ 応援運動は、上記課題解決に向けた３つのプロジェクトで構成し、各事業の推進にあたっては、
県・市町村は部局横断的に取り組むとともに、県・市町村・企業等との連携強化を図る。

【解決の方向性】

４

１ 基盤整備プロジェクト ２ 出逢い応援プロジェクト ３ 子育て応援プロジェクト



推進体制
推進方針や取組の共有を行う。

出逢い応援部会

＜構成団体＞
県商工会議所連合会、市長会、町村会、日本

青年会議所九州地区宮崎ブロック協議会、県青
年団協議会、県商工会連合会、ＳＡＰ会議連合、
県漁業協同組合連合会、県森林組合連合会、高
等教育コンソーシアム宮崎、県の結婚支援事業
受託者、公募学生

子育て応援部会

＜構成団体＞
子育てネットワークみやざき、県商工会議所

連合会、市長会、町村会、県地域婦人連絡協議
会、県中小企業団体中央会、県農業協同組合中
央会、県漁業協同組合連合会、県森林組合連合
会、県社会福祉協議会、みやざき男女共同参画
推進機構、県医師会、連合宮崎、県保育連盟連
合会、県幼稚園連合会、県認定こども園協会

推進会議
＜構成団体＞
県、市長会、町村会、県社会福祉協議会、県地域婦人連絡協議会、
県商工会議所連合会、連合宮崎、高等教育コンソーシアム宮崎、
子育てネットワークみやざき、みやざき男女共同参画推進機構

報告・提案

若い世代や実務者レベルでの意見交換や情報共有、取組
提案等を行い、上記の推進会議に報告する。

取組の
推進

推進事業の実施・
成果指標の達成

ひなたの出逢い・子育て応援運動参加団体
出逢い・子育てを応援する機運を醸成するため、参加団体・県民を対象に推進大会を開催
※未来みやざき子育て県民運動登録企業・団体（R5.3.31現在453）を移行＋新規登録

現状・課題の
共有

【成果指標】

○安心して子ど
もを生むことが
でき、子育てを
楽しいと感じら
れる県だと思う
人の割合

R3年度75.8%
→R6年度82.0%

○みやざき結婚
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰにお
ける成婚数

R4年度136組
→R6年度163組

【応援運動の目的】
出逢い・子育てを応援する機運の醸成やライフステージに応じた支援を通して、希望どおりに家族を持つ
ことができ、子育てが楽しいと感じられるみやざきづくりを推進する。

(３)ひなたの出逢い・子育て応援運動の推進

県・市町村・企業等が連携し、少子化対策の取組を推進するほか、
取組事例の発信や横展開を行う。 ５

※＿下線は今回新たに追加した団体。



結婚前 出逢い・結婚 妊娠・出産

・ ライフデザイン事業 ☆★
（学生・社会人向け）

○ 令和５年度の取組～ライフステージに応じた切れ目のない支援
全ての事業において市町村と連携。
☆：企業・団体等と連携
★：学生と連携

・ 婚活イベント学生アイデア

コンテスト ★

・ みやざき結婚サポート事業 ☆

・ ひなたのグループ婚活事業 ☆

不妊治療費支援事業

妊産婦健診通院支援事業

・ 出産・子育て応援事業

新

新

出逢い・子育て応援に関する機運醸成・環境づくり等

・ ひなたの出逢い・子育て応援運動推進事業（推進大会開催） ☆★

・ 子育て応援フェスティバル ☆★

・ 子育て応援カード ☆

・ 出逢い・子育て支援ポータルサイトの充実 ☆★

・ 出逢い・子育て環境づくり支援事業 ☆★

(４)今後の取組

子育て

「家事・育児」シェア推進事業 ☆

病児保育利用促進事業

おむつの負担軽減モデル事業

・ 子育て支援乳幼児医療費助成事業

・ ライフデザイン事業（新婚世帯向け）

・ 地域こども・子育て支援事業
（１３事業）

新

新

新

６

・ 少子化対策市町村支援事業

未来につなげる少子化対策調査事業 ☆

※ は6月補正事業新

新

３ 子育て応援プロジェクト

１ 基盤整備プロジェクト

３ 子育て応援プロジェクト

２ 出逢い応援プロジェクト



未来みやざき子育て県民運動推進協議会
（453団体）

出会い・結婚応援企業（34社）
（従業員の出会いや結婚を応援し、みやざき結婚サポート
センターの協力企業等）

縁結び応援団（87団体）
（出会いイベントを開催する企業・団体・結婚相談所）

子育て応援カード協賛店（1,573店舗）

赤ちゃんの駅設置施設（574施設）

統合

ひなたの出逢い・子育て
応援運動参加団体

他部局との連携～商工観光労働部

連
携

仕事と生活の両立応援宣言（1,468社）
（R5.6.1現在）

ひなたの極み（61社）（R5.6.7現在）

代表店舗の登録

継続

【現行】 【見直し後】

(４)今後の取組 みやざき子育て

機運醸成

７

○ 企業・団体等の登録制度の見直し



県内の出逢い・子育てを応援する機運を高め
るため、企業・県民を対象に、子育て表彰や講
演会、パネルディスカッション等を内容とする
推進大会を開催します。

１ 基盤整備プロジェクト

これまでの子育て環境作
り補助金の対象事業を出逢
い支援まで拡充し、多様な
主体による取組を支援しま
す。

【すくすくみやざき】【えんむすびみやざき】
各種イベントや支援情報を掲載

情報の充実、検索機能向上を図ります！！

（今年度の開催予定）
会 場：ウェルシティ宮崎
開催日：10/７日（土）

少子化対策地域評価ツールを活用し、市町村ごとの
見える化データを提供するとともに、市町村が実施す
る少子化対策事業を支援します。

８

合計特殊出生率が１．８を超えることを目指して、
外部有識者を交えた研究会の開催や市町村ごとの少子
化要因の見える化を図ることで、本県の現状分析や今
後の対策を検討し、少子化対策の再構築を図ります。



若い世代を対象に、仕
事・結婚をはじめとした人生
設計について考える機会を提
供します。
これまで実施してきた、学

生向け講座に加え、新社会
人・新婚世帯向けの講座を追
加し、県内各地で開催する予
定です。

学生に、県内の未婚化・晩
婚化・少子化の現状を認識し
てもらい、結婚について考え
る機会とするために開催しま
す。

２ 出逢い応援プロジェクト

市町村や企業等と連
携してグループ単位での
出会いの場を提供すると
ともに、中山間地域と都
市部など広域的な交流の
機会を創出します。

「みやざき結婚サポート
センター」 を県内3カ所に
設置し、結婚を希望する会
員男女に対する１対１の出
会いをサポートしています。
成婚数：136組（R5.3

月末累計）

９



毎年11月に県内の

子育て団体や企業等の
活動紹介とステージイ
ベント等を実施してい
ます。
2日間で毎年2,000名
以上が訪れます。

（今年度の開催予定）
会 場：宮交シティ（紫陽花ホール他）
開催日：11/1８日（土）、1９日（日）
内 容：子ども応援ステージ

学びの体験コーナー等

３ 子育て応援プロジェクト

子育て応援カード協賛
店に提示すると、各協賛
店が設定している割引な
どのさまざまなサービス
が受けられます。
スマートフォンの画面

提示でサービスを利用で
き、協賛店の地図検索も
できます。
協賛店：1,573店舗

（R5.3末現在）

10

男性の育児休業取得促進セミ
ナーや親子参加型イベントの開催
により、子育ての機運醸成を図り、
男性の家事・育児参加を促進しま
す。

①パパの育休取得促進事業
②企業連携型子育て応援イベント
事業

病児保育施設を円滑に利用する
ことができる予約システムの導入
補助や、利用料を助成することで、
利用者の負担を軽減し、病児保育
事業の利用促進を図ります。

①病児保育ICT導入促進事業
②病児保育利用料無償化事業



３ 子育て応援プロジェクト

保護者や保育士の負担軽減
を図るため、おむつのサブス
ク事業等に取り組む市町村を
支援するモデル事業を実施し
ます。

①手ぶらで登園おむつサブス
ク事業
②おむつ処分費負担軽減事業

※①②セットで取り組む市町
村をモデル事業として支援。

11

安心して妊娠・出産でき
るよう「伴走型相談支援」
として面談を実施し、妊婦
一人あたり「出産応援給付
金5万円」、生まれた赤
ちゃん一人あたり「子育て
応援給付金5万円」を支給
します。

不妊に悩む夫婦にとって、
大きな負担となっている不
妊治療費に対し、経済的支
援を行い、子どもを安心し
て生み育てることができる
環境づくりを推進します。

心身の負担の大きい
妊産婦に対して、妊産
婦健診にかかる通院費
用を支援し、子どもを
安心して生み育てるこ
とができる環境づくり
を推進します。



ひなたの出逢い・子育て応援運動
キャッチコピー及びロゴマークデザイン

その“アイ”にエール！！
○ パートナーやこどもにめぐり「逢う」ことを応援したいということを表現。
○ 出逢いや子育てから生まれる愛にもかけている。アイ＝逢い＝愛

○ 応援というイメージがわかりやすいようメガホンと旗を、出逢い・子育てに共通するイメージ
のハートを組み合わせている。
○ 黄色とオレンジで宮崎県らしさを表現し、出逢いや子育てにポジティブなイメージを持って
いただくことを目指している。 12

１ キャッチコピー

２ ロゴマーク


